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ようこそ  上ケ原へ　
県立西宮高等学校

　校長

谷口 聡 先生

　この度、県立西宮高等学校に着任
した谷口聡です。前任校は、伊丹市立
伊丹高等学校でした。甲陵中学校、そ
して本校の出身です。
　次世代を担う後輩たちのために、
歴史と伝統ある県西を、さらに地域
から選ばれる学校にしていきます。
　よろしくお願いします。

①自然が豊かで、ウオーキングやラン
ニングに最適な地域だと思います

②母校に赴任できたこと
③ソロキャンプをしてみたいです

県立西宮高等学校

　教頭

井上 珠郁 先生

　県立西宮南高等学校から着任しま
した。伝統ある県立西宮高等学校
で、谷口聡校長と教職員と共に、生徒
一人一人が輝き活躍できる、そして、
地域や同窓生に愛される県西となる
よう尽力していきたいと思います。
　どうぞ、よろしくお願いします。

①自然豊かで、ゆったりとした雰囲気の
空気の澄んだ地域ですね

②生徒からのにこやかなあいさつ
　 生徒の笑顔は元気にしてくれます！
③ヨガレッスンを再開したいです

み　か

上ケ原中学校

　教頭

中津 洋平 先生

　初めまして中津洋平です。
　学校を温かく支えてくださる保護
者や地域の皆さま、子どもたちのため
に一生懸命動く教職員、本校に関
わってくださる全ての方々と共に、上
ケ原中学校の子どもたちが、自分自身
を成長させていけるように頑張りま
すので、よろしくお願いします。

①目にする木々や花々、耳にする野鳥の
さえずりに心癒やされます

　 空気がおいしい！
②生徒が話しかけてくれたことです！
③行ったことのない県に行ってみたい
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ひとことインタビュー
① 上ケ原地域の印象は？　　
② 最近、ちょっとうれしかったことは？
③ 今年チャレンジしたいことは？

うえがはら  information

出会いの No.25

交差点から
子育て中、母の一言で習った水彩画から広がった縁
楽しみの一つとしてポケットに入れてもらえたら

―

水
彩
画
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

生
ま
れ
は
六
甲
で
、
小
さ
い
頃
、

近
く
の
水
木
荘（
有
名
漫
画
家
の
！
）

に
大
人
が
集
ま
っ
て
絵
を
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い
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し
た
。
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小
学
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な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
で
お
絵
描
き
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い
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し
た
。
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兼
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り
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。
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法
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へ
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婚
後
に
西
宮
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っ
て
か
ら

は
子
育
て
中
心
の
生
活
で
し
た
。
そ

の
時
に
母
か
ら
「
自
分
の
時
間
を

持
っ
た
方
が
子
ど
も
に
も
良
い
」
と

言
わ
れ
、
世
良
臣
絵
先
生
に
水
彩
画

を
習
い
ま
し
た
。

植
物
は
そ
の
姿
に
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
、
花
を
モ
チ
ー
フ
に

た
く
さ
ん
描
き
ま
し
た
。
戸
塚
刺

し
ゅ
う
の
図
案
や
、
カ
ー
ド
や
便
せ

ん
の
絵
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

描
き
ま
し
た
。

今月のイラスト（１面タイトル横）
●「花火」について　
　５・６月号に登場した女の子が飼い
犬と花火を見にきました。花火はきれ
いだけど、カップルを少しうらやまし
く思っています。

地域団体からのお知らせ

 

「
お
花
の
水
彩
画
を
描
い
て
い
る
、お
話
が
楽
し
く
て

す
て
き
な
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
」と
紹
介
さ

れ
た
鈴
木
ち
づ
さ
ん
。今
回
は
、ト
ラ
イ
や
る・ウ
イ
ー

ク
で『
宮
っ
子
』上
ケ
原
編
集
部
に
来
て
い
る
甲
陵
中
学

校
の
生
徒
と
水
彩
画
の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

●上ケ原地区社会福祉協議会の行事

みんなの掲示板
［イラスト・文/木村さきさん］

公民館講座
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０
０
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人

の
人
生
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
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細
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コ
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紙
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ェ
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。

鉛
筆
で
下
絵
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描
い
て
、
水
を
含

ま
せ
た
筆
で
色
を
つ
け
ま
す
。
３
カ

月
で
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

ちびっ子広場 10時～11時30分

甲東公民館講座  TEL. 51‐3748

　身近な地域で気軽に集い、楽しみながら
仲間づくりや情報交換ができる場です。
　　　　　　　　　会場：上ケ原市民館

町中のアート作品
上ケ原サロン         13時30分～15時

フラダンス・レイポーエ7/81（月）

7/12（金）
料理教室　夏野菜たっぷり
いつもと違う食べ方にトライ！
講師　川上 マユミ 氏
　　　（フード・ライフコーディネーター）

7/30（火）
子ども科学工作教室
紙飛行機作り
講師　Vabbo Kids 氏

8/17（土）
隕石の話
～隕石はどこからくるの？
講師　理学博士　松田 准一 氏
　　　（大阪大学名誉教授）

上ケ原公民館講座 TEL. 72‐7286

7/23（火）
隕石のおはなし
隕石にふれて宇宙を感じよう！
講師　理学博士　松田 准一 氏
　　　（大阪大学名誉教授）

原点として大切にしている絵と

８月のちびっ子広場はお休みです

８月の上ケ原サロンはお休みです

上ケ原Water Sanctuary［鼓動］
　上ケ原病院の道路側にある植え
込みの中にある大きな石の彫刻で
す。作者は彫刻家・用澤修氏です。

　自然の雨水が高いところから低い
ところへゆっくりと流れていきます。
水は血液を表しているそうです。そ
の血液を動かすのが鼓動！ 

鈴
木
さ
ん
は
緊
張
し
て
い
る

生
徒
に
雑
談
を
交
え
て
話
し
か

け
、
良
さ
を
引
き
出
し
て
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

２
枚
を
完
成
さ
せ
て
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

話を聞いて

●青少年愛護協議会の夏イベント
上ケ原地区「夏まつり」上ケ原小学校校庭
8月3日（土）17時～20時30分予備日4日（日）
上ケ原南地区「夏の映画会」（アニメ）

上ケ原南小学校体育館
8月3日（土）17時～19時

7/31（水） 七夕（遊びのコーナー）

9/12（木）
脳を守ろう
脳を大切にするお話
講師　辻 雅夫 氏

＊受付方法や定員などの詳細は、公民館ニュースなどで確認してください

7/30（火）

夏休みの工作
　　（対象：小学２～４年生）
ルーレットゲームを作ろう
講師　藤本 直美 氏
　　　（つくらぶひろば）

8月の講座はありません。

9/10（火）
漢字 DE 脳トレ
楽しみながら学べるイキイキ脳活
講師　井下 奈緒美 氏　他

今回の出会いは上甲東園在住の
鈴木ちづさん（73）です

絵を描きながら会話も楽しく、
私も生徒さんからたくさんのこと
を教えてもらっています

前
列
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
編
集
員
の

皆
さ
ん
で
す

●令和6年度の編集員を紹介します

と
み
え

「
花
火
」

ようこそ上ケ原へ
学校・地域団体代表紹介
スポーツクラブ２１
おいぼれバンド・エコクラフト
野鳥と植物観察・茶摘み
子どもの安全を守る会
水彩画の楽しさを伝えて
うえがはらinformation

今
月
の
イ
ラ
ス
ト
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広告 広告

西宮市上ケ原十番町1-85
TEL.0798（52）2001㈹　

～受け付けしています～
●インフルエンザ等　各種予防接種
●高齢者長寿健診
●人間ドック
●白内障手術（日帰り・入院）
●外来リハビリ

TEL.0798（52）2003 TEL.0798（52）2002

甲東公民館講座を編集員がレポート （５/２１）
講師は、「日本野鳥の会ひょうご」会員歴３５年、数年前まで１５
年間、甲山森林公園で自然観察会の講師を務めていた飯田肇
さん（８３・上甲東園）です。あいさつの後、甲東公民館を出発して
道端の植物や野鳥の解説を聞きながら歩きました。人通りの少
ない所で双眼鏡の調整と町中で双眼鏡
を覗かないなどの指導を受けました。
５月の甲山森林公園には年中いる
留鳥と南から渡って来る夏鳥がいて、
この時期は営巣と子育て中なので、そ
う簡単に姿を見せてくれないそうです。
飯田さんと一緒に歩くと、たくさんの野鳥や植物について知
ることができました。公園内の樹木に付けられた名札は、飯田
さんが十数年の間に５千枚近く設置した名残だそうです。
日本野鳥の会ひょうご～鳥も人も自然の仲間～
探鳥会などのイベント、鳥類生息調査などの研究、機関誌

『コウノトリ』の発行、野鳥保護などの活動をしています。

県立甲山森林公園で野鳥と植物観察ハイキング
「天気も良いし、外で伸びやかに過ごしましょう」

ご
ざ
の
上
で
茶
も
み

５月９日、甲東公民館の茶畑に行き、館長から「一芯二葉」
の葉を摘むことを教えてもらうと、子どもたちは張り切って茶
摘みをしました。袋いっぱいに葉を摘む子、葉の香りを感じて
いる子、柔らかい葉を探す子など、それぞれ茶摘みを楽しん
でいました。
翌日は保護者数人に手伝ってもらい、年長組がござの上

で茶もみをしました。初めはうまく葉が丸まらず苦戦している
様子でしたが、繰り返すうちに素早く丸められるように。終わ
る頃には茶もみ名人がたくさん。子どもたちの顔は達成感で
いっぱいでした。茶もみをした葉は乾燥させ、後日焙じます。
子どもたちはみんなで作ったお茶を飲める日を楽しみにしてい
ます。

上ケ原幼稚園　恒例行事　茶摘みと茶もみ
「お茶のかおりがする～！」

「安心・安全な地域づくり」を目指し、みんなで地域の子ど
もたちを守るため、地域住民、地域関係団体*、上ケ原小学
校、保護者が一体となり活動しています。
登校時に危険な交差点などでの見守りや、放課後には子

どもたちが集まる公園を中心としたパトロールをしています。
保護者の目が届きにくい時間に、地域の見守りがあることで
事故防止につながっています。
また、緑色の大きなキーホルダーをつけて愛犬と散歩する

「わんわんパトロール」や、危険が迫ったときに子どもたちが
駆け込める「１１０番の家」で、地域を見守る目が行き届いて
いることをアピールしています。
これからも、この活動を続けていくためには多くの皆さんのご
理解、ご協力が必要です。気になる人はぜひ、ご連絡ください。
メール：uegahara.mamoru@gmail.com
電話：0798-51-7555（上ケ原小学校／教頭まで）

＊上ケ原地区青少年愛護協議会、スポーツクラブ２１うえがはら、
老人会、防犯協会、補導委員、民生委員・児童委員、留守家庭児
童育成センター

あなたの少しの時間を子どもたちの見守りに
「上ケ原子どもの安全を守る会」

朝の登校見守り 
歩道のない狭い道や交差点などで、集団登校の子ども

たちを見守ります。校区が広いため人手が足りていませ
ん。多くの方のご協力が必要です。
校区内パトロール 
月２回金曜夕方、通学路や公園を中心に地域内に異常
が無いか歩いて確認します。出会った子どもたちに場面に
合った呼びかけをします。

わんわんパトロール 
犬の散歩の際に、子どもたちの安全を見

守ります。登録者には「スイングボーン（緑色
の反射板キーホルダー）」を渡して
います。
110番の家（店） 

救助を求めてきた子どもの保護、事件・事故発生時の
１１０番通報、学校・家庭への連絡をします。登録者には掲
示プレートと対応マニュアルを渡しています。

★犯罪、事故、不審者・車を見かけたら直接かかわらずに110
番通報を！（上ケ原子どもの安全を守る会会長　山﨑亜希）

一
芯
二
葉
を
摘
み
ま
す

主な活動

説
明
を
す
る
飯
田
さ
ん

みまもっている
ワン

前号の甲東公民館講座「甲山野鳥観察講座」の講師名が誤っていました。
ご迷惑をおかけしましたこと、おわび申し上げます。

選
手
権
大
会
で
優
勝
！

保
護
者
と
笑
顔
の
記
念
写
真

令和５年度のJr.サッカー部卒団生の保護者宅で、古くなっ
た備品の購入や後輩のウエアの補助を目的としたフリーマー
ケットを４月２０日に開きました。卒団生が使っていたサッカー用
品や学用品を集めて販売し、多くの保護者でにぎわいました。
当日はお天気に恵まれ、子どもたちは校庭でサッカーを楽

しみ、保護者も学年を越えた交流があり、温かなひとときとな
りました。  （サッカー部令和５年度卒団生保護者）

４月１３日、若者から高齢者まで幅広い世
代のファンがアミティ・ベイコムホールに集
いました（上ケ原地域の老人クラブからは
約２００人！）。津田優指揮者のタクトが振ら
れ、有名な『ムーンライト・セレナーデ』が静
かに奏でられ、心地よい世界に導かれました。演奏の合間に
は演奏者に司会者が突撃インタビュー。面白いエピソードに
爆笑も。インタビュータイムは「おいぼれ団員」の体力回復時
間とか。次 と々演奏される曲は聞き覚えのある曲で楽しめま
した。アンコールでは会場が一体になって手拍子をして、皆さ
ん大満足の笑顔でした。
「おいぼれバンド」は故今西永兒氏の発案で、中学や高校
で音楽や吹奏楽に関わっていた６０歳以上の元教師や吹奏
楽仲間による吹奏楽団です。「人生を全うすることは祝うべ
き」として、演奏で温かく見送ろうと平成25（２０１３）年に発
足。平均年齢７０歳の明るくおおらかな５９人の団員は、月２回
のペースで練習を続けています。吹く演奏はかなり体力を消
耗するため、演奏の補助や移動時の楽器運搬など、６０歳以
下の「介護団員」に助けられているようです。

上ケ原南小学校５年生が３月１８日、１年間取り組んできた
米作り体験の最後の学習として、稲わらを使ったリース作り
をしました。今回も上ケ原南エココミュニティ会議が、材料の
用意と作り方の指導をしました。
子どもたちは稲わらのリース台にオリーブやユーカリ、季

節の花や松ぼっくりなどの材料を、思い思いに飾りました。最
後に、収穫の時に残しておいた稲穂をそっと差し込んでリー
スが完成。収穫した米を食べた後の稲わらや自然にあるも
のですてきなリースが作れることを知って、捨てずに役立て
る環境に優しい暮らしについて考える機会になりました。
協力、ありがとうございました。

（上ケ原南小学校教頭 吉田 将司）

ＳＣ２１うえがはらＪｒ．サッカー部卒団生保護者主催
フリーマーケットで先輩から後輩へつなぐ

西宮市吹奏学会第３回不定期 創立１０周年記念
「おいぼれバンド演奏会」

稲わらと親しみながらエコクラフトに挑戦
「次はわらじも作ってみたい !」

　ＳＣ２１上ケ原南Jr.バレーボール部は、西宮市小学生バ
レーボール連盟に登録し、年間１０回ほどの試合に参加して
います。近年の西宮市バレーボール協会主催の大会では、
理事長杯（令和５年３月）で優勝、選手権大会（令和５年９
月）で優勝、協会長杯（令和６年２月）で３位の成績でした。
　今年度の新入部員は６人で、部員は１２人になり、初心者
もたくさんいます。「まずは１勝」を目指してみんなで楽しく練
習しています。興味のある人は、ぜひ体験に来てください。

（バレーボール部監督 川口 千佳）

みんなで楽しく練習しています
スポーツクラブ21上ケ原南  Jr. バレーボール部

売り上げは部に全額寄付！
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を
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Jr.サッカー部では、保護者もこのような温かいまなざしで
子どもたちを見守り、共に育ち合う姿を支えながら活動してい
ます。サッカーを通して、大人も子どももたくさんの人と触れ合
い、心も体も成長できる機会となっています。

★練習時間 毎週土曜日と第1・3日曜日　9時～12時30分
★場　　所 上ケ原南小学校体育館
★入部対象 小学1年生～6年生
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ー
ス
台

花
と
葉

稲
穂

板前姿の岡本さん
（平成16年発行の
本の表紙から）
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広告 広告

西宮市上ケ原十番町1-85
TEL.0798（52）2001㈹　

～受け付けしています～
●インフルエンザ等　各種予防接種
●高齢者長寿健診
●人間ドック
●白内障手術（日帰り・入院）
●外来リハビリ

TEL.0798（52）2003 TEL.0798（52）2002

甲東公民館講座を編集員がレポート （５/２１）
講師は、「日本野鳥の会ひょうご」会員歴３５年、数年前まで１５

年間、甲山森林公園で自然観察会の講師を務めていた飯田肇
さん（８３・上甲東園）です。あいさつの後、甲東公民館を出発して
道端の植物や野鳥の解説を聞きながら歩きました。人通りの少
ない所で双眼鏡の調整と町中で双眼鏡
を覗かないなどの指導を受けました。
５月の甲山森林公園には年中いる
留鳥と南から渡って来る夏鳥がいて、
この時期は営巣と子育て中なので、そ
う簡単に姿を見せてくれないそうです。
飯田さんと一緒に歩くと、たくさんの野鳥や植物について知
ることができました。公園内の樹木に付けられた名札は、飯田
さんが十数年の間に５千枚近く設置した名残だそうです。
日本野鳥の会ひょうご～鳥も人も自然の仲間～
探鳥会などのイベント、鳥類生息調査などの研究、機関誌

『コウノトリ』の発行、野鳥保護などの活動をしています。

県立甲山森林公園で野鳥と植物観察ハイキング
「天気も良いし、外で伸びやかに過ごしましょう」

ご
ざ
の
上
で
茶
も
み

５月９日、甲東公民館の茶畑に行き、館長から「一芯二葉」
の葉を摘むことを教えてもらうと、子どもたちは張り切って茶
摘みをしました。袋いっぱいに葉を摘む子、葉の香りを感じて
いる子、柔らかい葉を探す子など、それぞれ茶摘みを楽しん
でいました。
翌日は保護者数人に手伝ってもらい、年長組がござの上

で茶もみをしました。初めはうまく葉が丸まらず苦戦している
様子でしたが、繰り返すうちに素早く丸められるように。終わ
る頃には茶もみ名人がたくさん。子どもたちの顔は達成感で
いっぱいでした。茶もみをした葉は乾燥させ、後日焙じます。
子どもたちはみんなで作ったお茶を飲める日を楽しみにしてい
ます。

上ケ原幼稚園　恒例行事　茶摘みと茶もみ
「お茶のかおりがする～！」

「安心・安全な地域づくり」を目指し、みんなで地域の子ど
もたちを守るため、地域住民、地域関係団体*、上ケ原小学
校、保護者が一体となり活動しています。
登校時に危険な交差点などでの見守りや、放課後には子

どもたちが集まる公園を中心としたパトロールをしています。
保護者の目が届きにくい時間に、地域の見守りがあることで
事故防止につながっています。
また、緑色の大きなキーホルダーをつけて愛犬と散歩する

「わんわんパトロール」や、危険が迫ったときに子どもたちが
駆け込める「１１０番の家」で、地域を見守る目が行き届いて
いることをアピールしています。
これからも、この活動を続けていくためには多くの皆さんのご
理解、ご協力が必要です。気になる人はぜひ、ご連絡ください。
メール：uegahara.mamoru@gmail.com
電話：0798-51-7555（上ケ原小学校／教頭まで）

＊上ケ原地区青少年愛護協議会、スポーツクラブ２１うえがはら、
老人会、防犯協会、補導委員、民生委員・児童委員、留守家庭児
童育成センター

あなたの少しの時間を子どもたちの見守りに
「上ケ原子どもの安全を守る会」

朝の登校見守り 
歩道のない狭い道や交差点などで、集団登校の子ども

たちを見守ります。校区が広いため人手が足りていませ
ん。多くの方のご協力が必要です。
校区内パトロール 
月２回金曜夕方、通学路や公園を中心に地域内に異常
が無いか歩いて確認します。出会った子どもたちに場面に
合った呼びかけをします。

わんわんパトロール 
犬の散歩の際に、子どもたちの安全を見

守ります。登録者には「スイングボーン（緑色
の反射板キーホルダー）」を渡して
います。
110番の家（店） 

救助を求めてきた子どもの保護、事件・事故発生時の
１１０番通報、学校・家庭への連絡をします。登録者には掲
示プレートと対応マニュアルを渡しています。

★犯罪、事故、不審者・車を見かけたら直接かかわらずに110
番通報を！（上ケ原子どもの安全を守る会会長　山﨑亜希）

一
芯
二
葉
を
摘
み
ま
す
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前号の甲東公民館講座「甲山野鳥観察講座」の講師名が誤っていました。
ご迷惑をおかけしましたこと、おわび申し上げます。

選
手
権
大
会
で
優
勝
！

保
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と
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令和５年度のJr.サッカー部卒団生の保護者宅で、古くなっ
た備品の購入や後輩のウエアの補助を目的としたフリーマー
ケットを４月２０日に開きました。卒団生が使っていたサッカー用
品や学用品を集めて販売し、多くの保護者でにぎわいました。
当日はお天気に恵まれ、子どもたちは校庭でサッカーを楽

しみ、保護者も学年を越えた交流があり、温かなひとときとな
りました。  （サッカー部令和５年度卒団生保護者）

４月１３日、若者から高齢者まで幅広い世
代のファンがアミティ・ベイコムホールに集
いました（上ケ原地域の老人クラブからは
約２００人！）。津田優指揮者のタクトが振ら
れ、有名な『ムーンライト・セレナーデ』が静
かに奏でられ、心地よい世界に導かれました。演奏の合間に
は演奏者に司会者が突撃インタビュー。面白いエピソードに
爆笑も。インタビュータイムは「おいぼれ団員」の体力回復時
間とか。次 と々演奏される曲は聞き覚えのある曲で楽しめま
した。アンコールでは会場が一体になって手拍子をして、皆さ
ん大満足の笑顔でした。
「おいぼれバンド」は故今西永兒氏の発案で、中学や高校
で音楽や吹奏楽に関わっていた６０歳以上の元教師や吹奏
楽仲間による吹奏楽団です。「人生を全うすることは祝うべ
き」として、演奏で温かく見送ろうと平成25（２０１３）年に発
足。平均年齢７０歳の明るくおおらかな５９人の団員は、月２回
のペースで練習を続けています。吹く演奏はかなり体力を消
耗するため、演奏の補助や移動時の楽器運搬など、６０歳以
下の「介護団員」に助けられているようです。

上ケ原南小学校５年生が３月１８日、１年間取り組んできた
米作り体験の最後の学習として、稲わらを使ったリース作り
をしました。今回も上ケ原南エココミュニティ会議が、材料の
用意と作り方の指導をしました。
子どもたちは稲わらのリース台にオリーブやユーカリ、季

節の花や松ぼっくりなどの材料を、思い思いに飾りました。最
後に、収穫の時に残しておいた稲穂をそっと差し込んでリー
スが完成。収穫した米を食べた後の稲わらや自然にあるも
のですてきなリースが作れることを知って、捨てずに役立て
る環境に優しい暮らしについて考える機会になりました。
協力、ありがとうございました。

（上ケ原南小学校教頭 吉田 将司）

ＳＣ２１うえがはらＪｒ．サッカー部卒団生保護者主催
フリーマーケットで先輩から後輩へつなぐ

西宮市吹奏学会第３回不定期 創立１０周年記念
「おいぼれバンド演奏会」

稲わらと親しみながらエコクラフトに挑戦
「次はわらじも作ってみたい !」

　ＳＣ２１上ケ原南Jr.バレーボール部は、西宮市小学生バ
レーボール連盟に登録し、年間１０回ほどの試合に参加して
います。近年の西宮市バレーボール協会主催の大会では、
理事長杯（令和５年３月）で優勝、選手権大会（令和５年９
月）で優勝、協会長杯（令和６年２月）で３位の成績でした。
　今年度の新入部員は６人で、部員は１２人になり、初心者
もたくさんいます。「まずは１勝」を目指してみんなで楽しく練
習しています。興味のある人は、ぜひ体験に来てください。

（バレーボール部監督 川口 千佳）

みんなで楽しく練習しています
スポーツクラブ21上ケ原南  Jr. バレーボール部

売り上げは部に全額寄付！
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Jr.サッカー部では、保護者もこのような温かいまなざしで
子どもたちを見守り、共に育ち合う姿を支えながら活動してい
ます。サッカーを通して、大人も子どももたくさんの人と触れ合
い、心も体も成長できる機会となっています。

★練習時間 毎週土曜日と第1・3日曜日　9時～12時30分
★場　　所 上ケ原南小学校体育館
★入部対象 小学1年生～6年生
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台

花
と
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稲
穂

板前姿の岡本さん
（平成16年発行の
本の表紙から）
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ようこそ  上ケ原へ　
県立西宮高等学校

　校長

谷口 聡 先生

　この度、県立西宮高等学校に着任
した谷口聡です。前任校は、伊丹市立
伊丹高等学校でした。甲陵中学校、そ
して本校の出身です。
　次世代を担う後輩たちのために、
歴史と伝統ある県西を、さらに地域
から選ばれる学校にしていきます。
　よろしくお願いします。

①自然が豊かで、ウオーキングやラン
ニングに最適な地域だと思います

②母校に赴任できたこと
③ソロキャンプをしてみたいです

県立西宮高等学校

　教頭

井上 珠郁 先生

　県立西宮南高等学校から着任しま
した。伝統ある県立西宮高等学校
で、谷口聡校長と教職員と共に、生徒
一人一人が輝き活躍できる、そして、
地域や同窓生に愛される県西となる
よう尽力していきたいと思います。
　どうぞ、よろしくお願いします。

①自然豊かで、ゆったりとした雰囲気の
空気の澄んだ地域ですね

②生徒からのにこやかなあいさつ
　 生徒の笑顔は元気にしてくれます！
③ヨガレッスンを再開したいです

み　か

上ケ原中学校

　教頭

中津 洋平 先生

　初めまして中津洋平です。
　学校を温かく支えてくださる保護
者や地域の皆さま、子どもたちのため
に一生懸命動く教職員、本校に関
わってくださる全ての方々と共に、上
ケ原中学校の子どもたちが、自分自身
を成長させていけるように頑張りま
すので、よろしくお願いします。

①目にする木々や花々、耳にする野鳥の
さえずりに心癒やされます

　 空気がおいしい！
②生徒が話しかけてくれたことです！
③行ったことのない県に行ってみたい
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ひとことインタビュー
① 上ケ原地域の印象は？　　
② 最近、ちょっとうれしかったことは？
③ 今年チャレンジしたいことは？

うえがはら  information

出会いの No.25

交差点から
子育て中、母の一言で習った水彩画から広がった縁
楽しみの一つとしてポケットに入れてもらえたら

―

水
彩
画
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

生
ま
れ
は
六
甲
で
、
小
さ
い
頃
、

近
く
の
水
木
荘（
有
名
漫
画
家
の
！
）

に
大
人
が
集
ま
っ
て
絵
を
描
い
て
い

ま
し
た
。
ぜ
ん
そ
く
で
小
学
１
年
の

時
は
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
で
お
絵
描
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
年
生
か
ら
、
療
養
を
兼
ね
て
空

気
の
き
れ
い
な
西
宮
へ
引
っ
越
し
て

か
ら
は
す
っ
か
り
元
気
に
。
中
高
は

好
き
な
美
術
部
で
、
大
学
は
法
学
部

へ
。
結
婚
後
に
西
宮
に
戻
っ
て
か
ら

は
子
育
て
中
心
の
生
活
で
し
た
。
そ

の
時
に
母
か
ら
「
自
分
の
時
間
を

持
っ
た
方
が
子
ど
も
に
も
良
い
」
と

言
わ
れ
、
世
良
臣
絵
先
生
に
水
彩
画

を
習
い
ま
し
た
。

植
物
は
そ
の
姿
に
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
、
花
を
モ
チ
ー
フ
に

た
く
さ
ん
描
き
ま
し
た
。
戸
塚
刺

し
ゅ
う
の
図
案
や
、
カ
ー
ド
や
便
せ

ん
の
絵
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

描
き
ま
し
た
。

今月のイラスト（１面タイトル横）
●「花火」について　
　５・６月号に登場した女の子が飼い
犬と花火を見にきました。花火はきれ
いだけど、カップルを少しうらやまし
く思っています。

地域団体からのお知らせ

 

「
お
花
の
水
彩
画
を
描
い
て
い
る
、お
話
が
楽
し
く
て

す
て
き
な
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
」と
紹
介
さ

れ
た
鈴
木
ち
づ
さ
ん
。今
回
は
、ト
ラ
イ
や
る・ウ
イ
ー

ク
で『
宮
っ
子
』上
ケ
原
編
集
部
に
来
て
い
る
甲
陵
中
学

校
の
生
徒
と
水
彩
画
の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

●上ケ原地区社会福祉協議会の行事

みんなの掲示板
［イラスト・文/木村さきさん］

公民館講座

―

水
彩
画
の
楽
し
さ
は
？

今
ま
で
、
自
宅
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

教
室
で
１
０
０
人
ぐ
ら
い
の
生
徒
さ

ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
花
好
き
な
人

の
人
生
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
彩
画
を
楽

し
ま
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
皆
さ
ん

と
て
も
お
元
気
。
花
を
よ
く
見
て
記

憶
し
て
手
元
の
紙
に
描
く
こ
と
は
、

脳
に
良
い
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
を

作
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
度
描
い
た
花
は
、
は
が
き
な
ど
に

さ
っ
と
描
け
ま
す
よ
。

画
材
は
大
切
で
、
絵
の
具
は
ウ
ィ

ン
ザ
ー
＆
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
固
形
水
彩

絵
の
具
を
使
い
ま
す
。
光
を
透
し
た

葉
の
色
や
繊
細
な
色
も
表
現
で
き
ま

す
。
紙
は
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ッ
ト
ン
紙

ア
ル
シ
ェ
で
、
30
年
経
て
も
色
が
あ

せ
て
い
ま
せ
ん
。

鉛
筆
で
下
絵
を
描
い
て
、
水
を
含

ま
せ
た
筆
で
色
を
つ
け
ま
す
。
３
カ

月
で
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

ちびっ子広場 10時～11時30分

甲東公民館講座  TEL. 51‐3748

　身近な地域で気軽に集い、楽しみながら
仲間づくりや情報交換ができる場です。
　　　　　　　　　会場：上ケ原市民館

町中のアート作品
上ケ原サロン         13時30分～15時

フラダンス・レイポーエ7/81（月）

7/12（金）
料理教室　夏野菜たっぷり
いつもと違う食べ方にトライ！
講師　川上 マユミ 氏
　　　（フード・ライフコーディネーター）

7/30（火）
子ども科学工作教室
紙飛行機作り
講師　Vabbo Kids 氏

8/17（土）
隕石の話
～隕石はどこからくるの？
講師　理学博士　松田 准一 氏
　　　（大阪大学名誉教授）

上ケ原公民館講座 TEL. 72‐7286

7/23（火）
隕石のおはなし
隕石にふれて宇宙を感じよう！
講師　理学博士　松田 准一 氏
　　　（大阪大学名誉教授）

原点として大切にしている絵と

８月のちびっ子広場はお休みです

８月の上ケ原サロンはお休みです

上ケ原Water Sanctuary［鼓動］
　上ケ原病院の道路側にある植え
込みの中にある大きな石の彫刻で
す。作者は彫刻家・用澤修氏です。

　自然の雨水が高いところから低い
ところへゆっくりと流れていきます。
水は血液を表しているそうです。そ
の血液を動かすのが鼓動！ 

鈴
木
さ
ん
は
緊
張
し
て
い
る

生
徒
に
雑
談
を
交
え
て
話
し
か

け
、
良
さ
を
引
き
出
し
て
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

２
枚
を
完
成
さ
せ
て
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

話を聞いて

●青少年愛護協議会の夏イベント
上ケ原地区「夏まつり」上ケ原小学校校庭
8月3日（土）17時～20時30分予備日4日（日）
上ケ原南地区「夏の映画会」（アニメ）

上ケ原南小学校体育館
8月3日（土）17時～19時

7/31（水） 七夕（遊びのコーナー）

9/12（木）
脳を守ろう
脳を大切にするお話
講師　辻 雅夫 氏

＊受付方法や定員などの詳細は、公民館ニュースなどで確認してください

7/30（火）

夏休みの工作
　　（対象：小学２～４年生）
ルーレットゲームを作ろう
講師　藤本 直美 氏
　　　（つくらぶひろば）

8月の講座はありません。

9/10（火）
漢字 DE 脳トレ
楽しみながら学べるイキイキ脳活
講師　井下 奈緒美 氏　他

今回の出会いは上甲東園在住の
鈴木ちづさん（73）です

絵を描きながら会話も楽しく、
私も生徒さんからたくさんのこと
を教えてもらっています

前
列
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
編
集
員
の

皆
さ
ん
で
す

●令和6年度の編集員を紹介します

と
み
え

「
花
火
」

ようこそ上ケ原へ
学校・地域団体代表紹介
スポーツクラブ２１
おいぼれバンド・エコクラフト
野鳥と植物観察・茶摘み
子どもの安全を守る会
水彩画の楽しさを伝えて
うえがはらinformation

今
月
の
イ
ラ
ス
ト


